
日本液体微粒化学会の目的

本会の目的は，本学会誌『微粒化』に掲載されている本会会則第 3 条各項にかかげられているように，

  1．研究会，講演討論会，講習会，見学会などを開催する．

  2．液体の微粒化に関する科学技術の情報を提供する．

  3．各国の液体微粒化組織と情報交換および研究交流を行う．

  4．国際液体微粒化会議（ICLASS）の開催に協力する．

  5．その他，本会の目的を達するために必要な活動を行う．

である．

第 1 号について，本会は毎年，微粒化シンポジウム，微粒化セミナー，研究委員会などを開催している．

第 2 号について，学会誌『微粒化』に一般研究論文，若手研究者育成論文，研究速報，技術論文，論説，

随想，解説，技術資料，レビュー，会員の窓，会告などを掲載し，本会のホームページにおいても論文な

ど，様々な情報を提供している．

第 3 号について，ILASS-International，ILASS-Asia，ILASS-Americas，ILASS-Europe との間で交流を行っ

ている．

第 4 号について，第 1 回を含めて ICLASS を日本で 3 回開催しており，その他の ICLASS 開催に多面的

に協力している．

第 5 号について，農業，製薬，医療，粉体，造粒などの分野に活動を広げつつある．

会員各位は，このような目的を十分ご理解いただき，あわせて会員増強のお力添えをいただきたい．

日本液体微粒化学会 出版部会の目的

本学会誌『微粒化』は，日本液体微粒化学会会則（1991 年 8 月 27 日より施行）の第 3 条第 2 項に基づ

いて出版される学会情報誌であり，日本液体微粒化学会の機関誌として液体の微粒化に関する科学技術の

情報を提供するものである．
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表紙写真の説明 
  

題目：液バルーンの生成と分裂 
広島大学 邢 文静氏，西田 恵哉先生，尾形 陽一先生， 
三菱パワー 佐藤 一教氏，三菱重工業 橋口 和明氏 提供 

 
二流体噴射弁では，特定の条件で表面にたくさん皺（しわ）のバルーンが連続的に次々と生じ，

破裂する特異な現象が見られます．夢や希望が膨らみ，乱され，しぼみ，そして割れる… 
思うにまかせぬ人の世の変幻と儚さの一瞬を捉えたようにも思えます． 
 
噴射条件 二流体噴射弁，水流量 5 g/s，微粒化用空気流量 0.09 g/s 
撮影条件 照明： 背景散乱光，LED 光源(NAC-LLBK1-LA-W0001) 70W，カメラ：高速度ビデオカ

メラ(NAC-HX , 768x1056 pixels )，撮影速度 6130fps，シャッター20 s，レンズ：Nikon, 105mm, f/2.8
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